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◆
水
管
理
お
よ
び
中
干
し

　

こ
の
時
期
は
除
草
剤
の
効
果
を
持

続
さ
せ
る
と
と
も
に
、
根
の
活
性
を

高
め
る
た
め
、水
管
理
に
留
意
す
る
。

高
温
が
続
く
と
き
は
、
有
機
物
の
分

解
に
伴
う
有
毒
ガ
ス
が
発
生
し
、
根

腐
れ
や
下
葉
に
酸
素
不
足
に
伴
う
赤

枯
れ
症
状
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
そ
の
と
き
は
落
水
し
、
間
断

か
ん
水
す
る
。

　

中
干
し
は
出
穂
40
〜
30
日
前
に
、

根
の
張
り
を
良
く
し
、
無
効
分
け
つ

を
抑
え
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、
目

標
茎
数
が
確
保
で
き
た
ら
そ
の
時
点

で
行
う
。

　

時
期
の
目
安
は
、
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
な

ど
の
極
早
生
品
種
は
7
月
上
旬
、
き

ぬ
む
す
め
な
ど
の
早
生
品
種
は
7
月

中
旬
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、
に
こ
ま
る
な

ど
の
中
生
品
種
は
7
月
下
旬
に
行
う
。

あ
ま
り
干
し
過
ぎ
る
と
逆
に
根
を
傷

め
る
の
で
、
足
跡
が
つ
く
程
度
に
す

る
。
強
い
中
干
し
を
す
る
と
根
の
回

復
が
悪
く
な
る
の
で
注
意
す
る
。

◆
穂
肥

 

中
干
し
後
、
葉
色
が
退
色
し
た
の

を
確
認
し
、穂
肥
と
し
て
、太
閤（
12-

4-

12
）
を
10
ａ
当
た
り
25
〜
35
㎏

施
す
。
葉
色
が
濃
い
場
合
は
少
な
め

に
す
る
。

　

穂
肥
は
１
回
（
出
穂
20
日
前
）
で

済
ま
せ
る
場
合
も
あ
る
が
、
で
き
れ

ば
施
用
量
の
3
分
の
2
の
量
を
出
穂

25
日
前
に
、
残
り
の
3
分
の
１
の
量

を
出
穂
15
日
前
に
施
用
す
る
。

　

た
だ
し
、
ユ
ー
コ
ー
ト
2
0
2
等

の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
肥
料
を
元
肥
に
使

用
し
た
水
田
で
は
穂
肥
は
必
要
な
い
。

遅
く
ま
で
窒
素
肥
料
が
効
い
て
い
る

と
食
味
が
低
下
す
る
の
で
、
追
肥
時

期
、
施
用
量
は
生
育
状
況
に
あ
わ
せ

て
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除

・
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
お
よ
び
ウ
ン
カ
類

　

ブ
イ
ゲ
ッ
ト
フ
ェ
ル
テ
ラ
ゼ
ク
サ

ロ
ン
L
粒
剤
を
箱
処
理
し
た
場
合
は

殺
虫
効
果
が
長
期
に
渡
っ
て
持
続
す

る
た
め
、
こ
の
防
除
は
不
要
に
な
る

が
、
ブ
イ
ゲ
ッ
ト
フ
ェ
ル
テ
ラ
ゼ
ク

サ
ロ
ン
L
粒
剤
を
施
用
し
て
い
な
い

場
合
、
防
除
に
は
パ
ダ
ン
ト
レ
ボ
ン

粒
剤
L
（
10
ａ
当
た
り
3
㎏
／
収
穫

30
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）
な
ど
を

田
面
に
均
一
散
布
す
る
。

・
イ
ネ
ツ
ト
ム
シ

　

窒
素
肥
料
が
よ
く
効
い
て
い
る
田

で
は
、葉
色
が
濃
く
過
繁
茂
と
な
り
、

7
月
下
旬
か
ら
8
月
上
旬
に
か
け
て

幼
虫
が
発
生
し
や
す
く
な
る
。
田
を

こ
ま
め
に
見
て
回
り
、
発
生
初
期
に

パ
ダ
ン
粒
剤
4
（
10
ａ
当
た
り
3
〜

4
㎏
／
収
穫
30
日
前
ま
で
／
6
回
以

内
）な
ど
を
田
面
に
均
一
散
布
す
る
。

　

7
月
中
旬
〜
8
月
中
旬
は
一
年
で

最
も
気
温
が
高
く
な
る
時
期
で
、
太

陽
熱
利
用
に
よ
る
土
壌
消
毒
の
適
期

と
な
っ
て
い
る
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
の
水
な
す
の
半
身
萎

ち
ょ
う
病
や
、
こ
ま
つ
な
の
萎
黄
病

な
ど
の
土
壌
病
害
も
安
全
に
消
毒
で

き
る
上
、
有
機
質
資
材
を
施
用
す
る

こ
と
で
土
づ
く
り
も
同
時
に
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
さ
ら
に
引
き
続

き
除
塩
を
行
う
と
塩
類
濃
度
障
害
も

回
避
で
き
、
し
ゅ
ん
ぎ
く
の
立
ち
枯

れ
に
も
効
果
が
あ
る
。

水
な
す

◆
栽
培
管
理 　

　

露
地
栽
培
で
は
排
水
に
努
め
、
降

雨
後
に
は
滞
水
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
。
特
に
、
降
雨
が
続
く
と
褐
色
腐

敗
病
が
発
生
す
る
の
で
、
こ
ま
め
に

摘
葉
を
行
い
、風
通
し
を
良
く
す
る
。

　

ま
た
、
土
の
跳
ね
上
が
り
防
止
、

雑
草
の
発
生
抑
制
、
土
壌
表
面
の
急

激
な
温
度
変
化
を
避
け
る
た
め
、
敷

き
わ
ら
や
マ
ル
チ
を
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除 　

　

梅
雨
が
明
け
る
と
害
虫
の
発
生
が

増
加
す
る
。
発
生
を
見
か
け
た
ら
早

期
防
除
を
行
う
。
同
じ
系
統
の
薬
剤

を
続
け
て
散
布
す
る
と
薬
剤
抵
抗
性

が
つ
き
や
す
い
の
で
、
必
ず
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行
う（
表
１
参
照
）。

　

ア
ザ
ミ
ウ
マ
（
ス
リ
ッ
プ
ス
）
類

の
発
生
が
多
く
な
る
の
で
、
発
生
初

期
の
防
除
に
努
め
、
葉
裏
に
も
薬
液

が
か
か
る
よ
う
に
丁
寧
に
散
布
す
る
。

　

ま
た
、
高
温
・
乾
燥
が
続
く
と
ハ

ダ
ニ
類
が
発
生
し
、
多
発
す
る
と
防

除
が
困
難
に
な
る
た
め
、
発
生
初
期

に
防
除
を
徹
底
す
る
。

　

夏
期
に
は
、
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
の
発

生
が
多
く
な
り
、
摘
除
し
た
茎
葉
や

果
実
に
も
卵
や
幼
虫
が
付
着
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
ほ
場
か
ら
持

ち
出
し
て
処
分
す
る
。
被
害
に
あ
っ

た
果
実
を
見
つ
け
た
ら
、
果
実
内
や

そ
の
周
辺
を
探
し
て
虫
を
捕
殺
す
る

と
と
も
に
、
薬
剤
に
よ
る
防
除
も
行

う
。

さ
と
い
も

◆
か
ん
水　

　

梅
雨
明
け
後
、
乾
燥
が
続
く
と
い

も
の
肥
大
が
悪
く
な
り
、
収
量
に
大

き
く
影
響
す
る
の
で
、
2
〜
3
日
に

１
回
程
度
、う
ね
間
か
ん
水
を
行
う
。

か
ん
水
は
夕
方
か
ら
行
い
、
朝
に
は

水
が
引
い
て
い
る
よ
う
に
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除　

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ

ニ
の
発
生
が
あ
れ
ば
、
表
2
の
薬
剤

な
ど
で
防
除
す
る
。

し
ゅ
ん
ぎ
く

◆
土
壌
消
毒

　

立
ち
枯
れ
な
ど
生
育
障
害
が
出
る

場
合
は
７
月
に
太
陽
熱
利
用
に
よ
る

土
壌
消
毒
と
た
ん
水
除
塩
を
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除

　

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の
被
害
が
多

い
時
期
な
の
で
、
収
穫
後
は
作
物
残

さ
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、
ほ
場
を
衛

生
的
に
保
つ
。
ま
た
施
設
の
場
合
、

収
穫
後
に
う
ね
全
面
を
ビ
ニ
ー
ル
で

被
覆
し
、
地
表
下
の
温
度
を
上
げ
て

地
中
に
い
る
蛹
を
殺
す
こ
と
も
有
効

で
あ
る
。
発
生
を
認
め
た
ら
表
3
の

薬
剤
な
ど
で
防
除
す
る
。

こ
ま
つ
な

◆
栽
培
管
理

　

施
設
で
は
日
中
は
高
温
に
な
る
の

で
ハ
ウ
ス
の
屋
根
に
遮
光
ネ
ッ
ト
、

寒
冷
し
ゃ
な
ど
を
展
張
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
の
発
生
が
あ

れ
ば
、
表
4
の
薬
剤
な
ど
で
防
除
す

る
。み

か
ん

◆
荒
摘
果

　

樹
に
よ
っ
て
着
果
量
に
バ
ラ
ツ
キ

の
出
た
園
で
は
、
樹
の
状
態
を
見
て

荒
摘
果
を
7
月
中
旬
か
ら
始
め
る
。

ま
た
、
病
害
虫
被
害
果
や
傷
果
・
天

成
り
果
・
す
そ
成
り
果
を
摘
果
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

7
月
中
旬
に
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

成
虫
を
防
除
す
る
に
は
、
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2
0
0
0

倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
3
回
以
内
）

を
、カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
防
除
に
は
、

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル（
1

0
0
0
〜
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
3
回
以
内
）
を
、
ミ
カ
ン
サ

ビ
ダ
ニ
の
防
除
に
は
、
ダ
ニ
エ
モ
ン

フ
ロ
ア
ブ
ル
（
4
0
0
0
〜
6
0
0

0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
１
回
）

を
散
布
す
る
。

　

昨
年
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
の
被
害
が

発
生
し
た
園
は
必
ず
防
除
を
行
う
よ

う
に
す
る
。

も
も

◆
夏
季
せ
ん
定

　

他
の
枝
の
日
照
を
遮
る
よ
う
な
徒

長
枝
は
間
引
く
。

◆
病
害
虫
防
除

　

7
月
上
旬
に
モ
モ
ハ
モ
グ
リ
ガ
、

ナ
シ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ
、
カ
メ
ム
シ
類

を
防
除
す
る
に
は
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒

水
溶
剤
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
3
回
以
内
）
を
、
ハ
ダ
ニ
類

の
防
除
に
は
ス
タ
ー
マ
イ
ト
フ
ロ
ア

ブ
ル
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま

で
／
１
回
）
を
散
布
す
る
。

　

黒
星
病
、
灰
星
病
が
多
発
す
る
園

で
は
、
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
（
2
0

0
0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま

で
／
3
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

＊
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水
溶
剤
は
、
シ

ン
ク
イ
ム
シ
類
で
登
録
が
あ
る
。

い
ち
じ
く

◆
摘
心

　

果
実
の
着
色
不
良
や
不
要
な
養
分

の
消
耗
を
防
ぐ
た
め
、
10
月
末
ま
で

に
収
穫
で
き
な
い
部
分
か
ら
上
を
伸

ば
さ
な
い
よ
う
摘
心
す
る
。

　

摘
心
は
下
か
ら
20
段
前
後
の
位
置

で
行
う
が
、
摘
心
部
分
の
高
さ
を
決

め
て
お
け
ば
葉
数
を
数
え
な
く
て
も

良
い
た
め
省
力
的
で
あ
る
。

 

◆
病
害
虫
防
除

　

ハ
ダ
ニ
類
が
発
生
し
て
い
れ
ば
、

7
月
中
旬
に
ダ
ニ
ト
ロ
ン
フ
ロ
ア
ブ

ル
（
1
0
0
0
〜
2
0
0
0
倍
／
収

穫
3
日
前
ま
で
／
１
回
）
を
散
布
し

て
防
除
す
る
。

　

ま
た
、
雑
木
林
の
近
く
で
は
、
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
類
の
被
害
を
受
け
や
す

い
。
成
虫
は
見
つ
け
次
第
、
捕
殺
し

て
お
く
。
樹
幹
部
か
ら
幼
虫
が
糞
を

出
し
て
い
る
場
合
は
、
園
芸
用
キ
ン

チ
ョ
ー
ル
Ｅ
（
収
穫
前
日
ま
で
／
2

回
以
内
）
の
ノ
ズ
ル
を
食
入
部
に
差

し
込
み
、
薬
剤
が
食
入
部
か
ら
逆
流

す
る
ま
で
噴
射
す
る
。

 

か
き

◆
摘
果　

　

上
向
き
果
を
落
と
し
、
横
向
き
や

下
向
き
で
大
き
く
、
緑
色
が
濃
い
果

実
を
基
本
に
、
腰
が
高
く
、
ヘ
タ
の

大
き
い
も
の
を
残
す
。
摘
果
の
程
度

は
、
富
有
柿
な
ど
の
大
玉
種
で
は
１

結
果
枝
に
１
〜
2
果
、
平
核
無
は
長

大
な
結
果
枝
で
2
〜
3
果
を
残
す
。

着
葉
数
が
5
枚
以
下
の
弱
小
枝
に
は

結
実
さ
せ
な
い
。

◆
病
害
虫
防
除 

　

7
月
下
旬
に
炭
そ
病
、
落
葉
病
の

予
防
に
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
（
1

0
0
0
〜
1
5
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
6
回
以
内
）
を
、
カ
キ
ノ
ヘ

タ
ム
シ
ガ
の
防
除
に
パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ
水

溶
剤
（
1
5
0
0
〜
3
0
0
0
倍
／

収
穫
45
日
前
ま
で
／
4
回
以
内
）
ま

た
は
、
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤
（
2
0
0

0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま

で
／
5
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。
カ

メ
ム
シ
類
が
見
ら
れ
た
ら
、
ス
カ
ウ

ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1
5
0
0
倍
／
収

穫
7
日
前
ま
で
／
5
回
以
内
）、
ま

た
は
、
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤
（
2
0
0

0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま

で
／
5
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

太
陽
熱
利
用
に
よ
る

土
壌
消
毒
の
方
法

①
稲
わ
ら（
１
t
／
10
ａ
）、石
灰
窒
素

（
80
〜
1
0
0
㎏
／
10
ａ
）を
入
れ

耕
う
ん
機
で
耕
起
す
る
（
連
作
ほ
場

で
石
灰
が
多
量
に
土
壌
に
残
っ
て
い (図は大阪府農作物病害虫防除指針より抜粋)

できるだけ深く耕起する
（15㎝以上は必要）

小さなうね（幅50㎝ぐらい）
表面積を大きくする

アゼシートで漏水防止

る
場
合
は
、
石
灰
窒
素
の
代
わ
り
に

尿
素（
40
㎏
／
10
ａ
）を
施
用
す
る
。

ま
た
窒
素
が
多
く
残
っ
て
い
る
場
合

は
、
尿
素
は
施
用
し
な
い
）。

②
耕
起
し
た
後
、
幅
50
㎝
く
ら
い
の
う

ね
を
立
て
る
。

③
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
で
被
覆
す
る
。

④
被
覆
し
た
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
の
下

へ
土
を
湿
ら
す
程
度
に
水
を
入
れ
る
。

水
が
十
分
入
っ
た
ら
、
ハ
ウ
ス
を
密

閉
す
る
。
密
閉
状
態
で
14
〜
20
日
間

放
置
す
る
。
途
中
で
水
を
入
れ
な
い

こ
と
。

⑤
土
壌
消
毒
終
了
後
、
ハ
ウ
ス
を
開
放

し
、
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
を
除
去
す

る
。
ほ
場
が
乾
い
た
ら
、
う
ね
立
て

を
行
う
。

※

除
塩
を
す
る
場
合
は
、
土
壌
消
毒
後

た
ん
水
し
、
２
〜
３
回
水
を
入
れ
替

え
る
。

※

日
照
が
十
分
得
ら
れ
る
こ
と
が
成
功

の
ポ
イ
ン
ト
。
気
温
が
低
く
日
照
の

少
な
い
冷
夏
の
年
は
、
十
分
な
効
果

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
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7月の農作業

農薬の登録内容は頻繁に変更されます。農薬は最新情報を確認して使用しましょう。
最新情報は府・農の普及課、JA、Web版大阪府農作物病害虫防除指針（https://www.jppn.ne.jp/osaka/shishin/shishin.html）から。
農産物の病害虫発生予防については大阪府環境農林水産部農政室推進課病害虫防除グループ（https://www.jppn.ne.jp/osaka/）。

◆
水
管
理
お
よ
び
中
干
し

　

こ
の
時
期
は
除
草
剤
の
効
果
を
持

続
さ
せ
る
と
と
も
に
、
根
の
活
性
を

高
め
る
た
め
、水
管
理
に
留
意
す
る
。

高
温
が
続
く
と
き
は
、
有
機
物
の
分

解
に
伴
う
有
毒
ガ
ス
が
発
生
し
、
根

腐
れ
や
下
葉
に
酸
素
不
足
に
伴
う
赤

枯
れ
症
状
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
そ
の
と
き
は
落
水
し
、
間
断

か
ん
水
す
る
。

　

中
干
し
は
出
穂
40
〜
30
日
前
に
、

根
の
張
り
を
良
く
し
、
無
効
分
け
つ

を
抑
え
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、
目

標
茎
数
が
確
保
で
き
た
ら
そ
の
時
点

で
行
う
。

　

時
期
の
目
安
は
、
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
な

ど
の
極
早
生
品
種
は
7
月
上
旬
、
き

ぬ
む
す
め
な
ど
の
早
生
品
種
は
7
月

中
旬
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、
に
こ
ま
る
な

ど
の
中
生
品
種
は
7
月
下
旬
に
行
う
。

あ
ま
り
干
し
過
ぎ
る
と
逆
に
根
を
傷

め
る
の
で
、
足
跡
が
つ
く
程
度
に
す

る
。
強
い
中
干
し
を
す
る
と
根
の
回

復
が
悪
く
な
る
の
で
注
意
す
る
。

◆
穂
肥

 

中
干
し
後
、
葉
色
が
退
色
し
た
の

を
確
認
し
、穂
肥
と
し
て
、太
閤（
12-

4-

12
）
を
10
ａ
当
た
り
25
〜
35
㎏

施
す
。
葉
色
が
濃
い
場
合
は
少
な
め

に
す
る
。

　

穂
肥
は
１
回
（
出
穂
20
日
前
）
で

済
ま
せ
る
場
合
も
あ
る
が
、
で
き
れ

ば
施
用
量
の
3
分
の
2
の
量
を
出
穂

25
日
前
に
、
残
り
の
3
分
の
１
の
量

を
出
穂
15
日
前
に
施
用
す
る
。

　

た
だ
し
、
ユ
ー
コ
ー
ト
2
0
2
等

の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
肥
料
を
元
肥
に
使

用
し
た
水
田
で
は
穂
肥
は
必
要
な
い
。

遅
く
ま
で
窒
素
肥
料
が
効
い
て
い
る

と
食
味
が
低
下
す
る
の
で
、
追
肥
時

期
、
施
用
量
は
生
育
状
況
に
あ
わ
せ

て
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除

・
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
お
よ
び
ウ
ン
カ
類

　

ブ
イ
ゲ
ッ
ト
フ
ェ
ル
テ
ラ
ゼ
ク
サ

ロ
ン
L
粒
剤
を
箱
処
理
し
た
場
合
は

殺
虫
効
果
が
長
期
に
渡
っ
て
持
続
す

る
た
め
、
こ
の
防
除
は
不
要
に
な
る

が
、
ブ
イ
ゲ
ッ
ト
フ
ェ
ル
テ
ラ
ゼ
ク

サ
ロ
ン
L
粒
剤
を
施
用
し
て
い
な
い

場
合
、
防
除
に
は
パ
ダ
ン
ト
レ
ボ
ン

粒
剤
L
（
10
ａ
当
た
り
3
㎏
／
収
穫

30
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）
な
ど
を

田
面
に
均
一
散
布
す
る
。

・
イ
ネ
ツ
ト
ム
シ

　

窒
素
肥
料
が
よ
く
効
い
て
い
る
田

で
は
、葉
色
が
濃
く
過
繁
茂
と
な
り
、

7
月
下
旬
か
ら
8
月
上
旬
に
か
け
て

幼
虫
が
発
生
し
や
す
く
な
る
。
田
を

こ
ま
め
に
見
て
回
り
、
発
生
初
期
に

パ
ダ
ン
粒
剤
4
（
10
ａ
当
た
り
3
〜

4
㎏
／
収
穫
30
日
前
ま
で
／
6
回
以

内
）な
ど
を
田
面
に
均
一
散
布
す
る
。

　

7
月
中
旬
〜
8
月
中
旬
は
一
年
で

最
も
気
温
が
高
く
な
る
時
期
で
、
太

陽
熱
利
用
に
よ
る
土
壌
消
毒
の
適
期

と
な
っ
て
い
る
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
の
水
な
す
の
半
身
萎

ち
ょ
う
病
や
、
こ
ま
つ
な
の
萎
黄
病

な
ど
の
土
壌
病
害
も
安
全
に
消
毒
で

き
る
上
、
有
機
質
資
材
を
施
用
す
る

こ
と
で
土
づ
く
り
も
同
時
に
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
さ
ら
に
引
き
続

き
除
塩
を
行
う
と
塩
類
濃
度
障
害
も

回
避
で
き
、
し
ゅ
ん
ぎ
く
の
立
ち
枯

れ
に
も
効
果
が
あ
る
。

水
な
す

◆
栽
培
管
理 

　

　

露
地
栽
培
で
は
排
水
に
努
め
、
降

雨
後
に
は
滞
水
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
。
特
に
、
降
雨
が
続
く
と
褐
色
腐

敗
病
が
発
生
す
る
の
で
、
こ
ま
め
に

摘
葉
を
行
い
、風
通
し
を
良
く
す
る
。

　

ま
た
、
土
の
跳
ね
上
が
り
防
止
、

雑
草
の
発
生
抑
制
、
土
壌
表
面
の
急

激
な
温
度
変
化
を
避
け
る
た
め
、
敷

き
わ
ら
や
マ
ル
チ
を
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除 

　

　

梅
雨
が
明
け
る
と
害
虫
の
発
生
が

増
加
す
る
。
発
生
を
見
か
け
た
ら
早

期
防
除
を
行
う
。
同
じ
系
統
の
薬
剤

を
続
け
て
散
布
す
る
と
薬
剤
抵
抗
性

が
つ
き
や
す
い
の
で
、
必
ず
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行
う（
表
１
参
照
）。

　

ア
ザ
ミ
ウ
マ
（
ス
リ
ッ
プ
ス
）
類

の
発
生
が
多
く
な
る
の
で
、
発
生
初

期
の
防
除
に
努
め
、
葉
裏
に
も
薬
液

が
か
か
る
よ
う
に
丁
寧
に
散
布
す
る
。

　

ま
た
、
高
温
・
乾
燥
が
続
く
と
ハ

ダ
ニ
類
が
発
生
し
、
多
発
す
る
と
防

除
が
困
難
に
な
る
た
め
、
発
生
初
期

に
防
除
を
徹
底
す
る
。

　

夏
期
に
は
、
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
の
発

生
が
多
く
な
り
、
摘
除
し
た
茎
葉
や

果
実
に
も
卵
や
幼
虫
が
付
着
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
ほ
場
か
ら
持

ち
出
し
て
処
分
す
る
。
被
害
に
あ
っ

た
果
実
を
見
つ
け
た
ら
、
果
実
内
や

そ
の
周
辺
を
探
し
て
虫
を
捕
殺
す
る

と
と
も
に
、
薬
剤
に
よ
る
防
除
も
行

う
。

さ
と
い
も

◆
か
ん
水
　

　

梅
雨
明
け
後
、
乾
燥
が
続
く
と
い

も
の
肥
大
が
悪
く
な
り
、
収
量
に
大

き
く
影
響
す
る
の
で
、
2
〜
3
日
に

１
回
程
度
、う
ね
間
か
ん
水
を
行
う
。

か
ん
水
は
夕
方
か
ら
行
い
、
朝
に
は

水
が
引
い
て
い
る
よ
う
に
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除　

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ

ニ
の
発
生
が
あ
れ
ば
、
表
2
の
薬
剤

な
ど
で
防
除
す
る
。

し
ゅ
ん
ぎ
く

◆
土
壌
消
毒

　

立
ち
枯
れ
な
ど
生
育
障
害
が
出
る

場
合
は
７
月
に
太
陽
熱
利
用
に
よ
る

土
壌
消
毒
と
た
ん
水
除
塩
を
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除

　

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の
被
害
が
多

い
時
期
な
の
で
、
収
穫
後
は
作
物
残

さ
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、
ほ
場
を
衛

生
的
に
保
つ
。
ま
た
施
設
の
場
合
、

収
穫
後
に
う
ね
全
面
を
ビ
ニ
ー
ル
で

被
覆
し
、
地
表
下
の
温
度
を
上
げ
て

地
中
に
い
る
蛹
を
殺
す
こ
と
も
有
効

で
あ
る
。
発
生
を
認
め
た
ら
表
3
の

薬
剤
な
ど
で
防
除
す
る
。

こ
ま
つ
な

◆
栽
培
管
理

　

施
設
で
は
日
中
は
高
温
に
な
る
の

で
ハ
ウ
ス
の
屋
根
に
遮
光
ネ
ッ
ト
、

寒
冷
し
ゃ
な
ど
を
展
張
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
の
発
生
が
あ

れ
ば
、
表
4
の
薬
剤
な
ど
で
防
除
す

る
。み

か
ん

◆
荒
摘
果

　

樹
に
よ
っ
て
着
果
量
に
バ
ラ
ツ
キ

の
出
た
園
で
は
、
樹
の
状
態
を
見
て

荒
摘
果
を
7
月
中
旬
か
ら
始
め
る
。

ま
た
、
病
害
虫
被
害
果
や
傷
果
・
天

成
り
果
・
す
そ
成
り
果
を
摘
果
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

7
月
中
旬
に
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

成
虫
を
防
除
す
る
に
は
、
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2
0
0
0

倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
3
回
以
内
）

を
、カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
防
除
に
は
、

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル（
1

0
0
0
〜
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
3
回
以
内
）
を
、
ミ
カ
ン
サ

ビ
ダ
ニ
の
防
除
に
は
、
ダ
ニ
エ
モ
ン

フ
ロ
ア
ブ
ル
（
4
0
0
0
〜
6
0
0

0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
１
回
）

を
散
布
す
る
。

　

昨
年
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
の
被
害
が

発
生
し
た
園
は
必
ず
防
除
を
行
う
よ

う
に
す
る
。

も
も

◆
夏
季
せ
ん
定

　

他
の
枝
の
日
照
を
遮
る
よ
う
な
徒

長
枝
は
間
引
く
。

◆
病
害
虫
防
除

　

7
月
上
旬
に
モ
モ
ハ
モ
グ
リ
ガ
、

ナ
シ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ
、
カ
メ
ム
シ
類

を
防
除
す
る
に
は
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒

水
溶
剤
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
3
回
以
内
）
を
、
ハ
ダ
ニ
類

の
防
除
に
は
ス
タ
ー
マ
イ
ト
フ
ロ
ア

ブ
ル
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま

で
／
１
回
）
を
散
布
す
る
。

　

黒
星
病
、
灰
星
病
が
多
発
す
る
園

で
は
、
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
（
2
0

0
0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま

で
／
3
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

＊
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水
溶
剤
は
、
シ

ン
ク
イ
ム
シ
類
で
登
録
が
あ
る
。

い
ち
じ
く

◆
摘
心

　

果
実
の
着
色
不
良
や
不
要
な
養
分

の
消
耗
を
防
ぐ
た
め
、
10
月
末
ま
で

に
収
穫
で
き
な
い
部
分
か
ら
上
を
伸

ば
さ
な
い
よ
う
摘
心
す
る
。

　

摘
心
は
下
か
ら
20
段
前
後
の
位
置

で
行
う
が
、
摘
心
部
分
の
高
さ
を
決

め
て
お
け
ば
葉
数
を
数
え
な
く
て
も

良
い
た
め
省
力
的
で
あ
る
。

 

◆
病
害
虫
防
除

　

ハ
ダ
ニ
類
が
発
生
し
て
い
れ
ば
、

7
月
中
旬
に
ダ
ニ
ト
ロ
ン
フ
ロ
ア
ブ

ル
（
1
0
0
0
〜
2
0
0
0
倍
／
収

穫
3
日
前
ま
で
／
１
回
）
を
散
布
し

て
防
除
す
る
。

　

ま
た
、
雑
木
林
の
近
く
で
は
、
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
類
の
被
害
を
受
け
や
す

い
。
成
虫
は
見
つ
け
次
第
、
捕
殺
し

て
お
く
。
樹
幹
部
か
ら
幼
虫
が
糞
を

出
し
て
い
る
場
合
は
、
園
芸
用
キ
ン

チ
ョ
ー
ル
Ｅ
（
収
穫
前
日
ま
で
／
2

回
以
内
）
の
ノ
ズ
ル
を
食
入
部
に
差

し
込
み
、
薬
剤
が
食
入
部
か
ら
逆
流

す
る
ま
で
噴
射
す
る
。

 

か
き

◆
摘
果
　

　

上
向
き
果
を
落
と
し
、
横
向
き
や

下
向
き
で
大
き
く
、
緑
色
が
濃
い
果

実
を
基
本
に
、
腰
が
高
く
、
ヘ
タ
の

大
き
い
も
の
を
残
す
。
摘
果
の
程
度

は
、
富
有
柿
な
ど
の
大
玉
種
で
は
１

結
果
枝
に
１
〜
2
果
、
平
核
無
は
長

大
な
結
果
枝
で
2
〜
3
果
を
残
す
。

着
葉
数
が
5
枚
以
下
の
弱
小
枝
に
は

結
実
さ
せ
な
い
。

◆
病
害
虫
防
除 

　

7
月
下
旬
に
炭
そ
病
、
落
葉
病
の

予
防
に
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
（
1

0
0
0
〜
1
5
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
6
回
以
内
）
を
、
カ
キ
ノ
ヘ

タ
ム
シ
ガ
の
防
除
に
パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ
水

溶
剤
（
1
5
0
0
〜
3
0
0
0
倍
／

収
穫
45
日
前
ま
で
／
4
回
以
内
）
ま

た
は
、
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤
（
2
0
0

0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま

で
／
5
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。
カ

メ
ム
シ
類
が
見
ら
れ
た
ら
、
ス
カ
ウ

ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1
5
0
0
倍
／
収

穫
7
日
前
ま
で
／
5
回
以
内
）、
ま

た
は
、
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤
（
2
0
0

0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま

で
／
5
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

＊
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
希
釈
倍
数
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
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7月の農作業

◆
水
管
理
お
よ
び
中
干
し

　

こ
の
時
期
は
除
草
剤
の
効
果
を
持

続
さ
せ
る
と
と
も
に
、
根
の
活
性
を

高
め
る
た
め
、水
管
理
に
留
意
す
る
。

高
温
が
続
く
と
き
は
、
有
機
物
の
分

解
に
伴
う
有
毒
ガ
ス
が
発
生
し
、
根

腐
れ
や
下
葉
に
酸
素
不
足
に
伴
う
赤

枯
れ
症
状
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
そ
の
と
き
は
落
水
し
、
間
断

か
ん
水
す
る
。

　

中
干
し
は
出
穂
40
〜
30
日
前
に
、

根
の
張
り
を
良
く
し
、
無
効
分
け
つ

を
抑
え
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、
目

標
茎
数
が
確
保
で
き
た
ら
そ
の
時
点

で
行
う
。

　

時
期
の
目
安
は
、
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
な

ど
の
極
早
生
品
種
は
7
月
上
旬
、
き

ぬ
む
す
め
な
ど
の
早
生
品
種
は
7
月

中
旬
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、
に
こ
ま
る
な

ど
の
中
生
品
種
は
7
月
下
旬
に
行
う
。

あ
ま
り
干
し
過
ぎ
る
と
逆
に
根
を
傷

め
る
の
で
、
足
跡
が
つ
く
程
度
に
す

る
。
強
い
中
干
し
を
す
る
と
根
の
回

復
が
悪
く
な
る
の
で
注
意
す
る
。

◆
穂
肥

 

中
干
し
後
、
葉
色
が
退
色
し
た
の

を
確
認
し
、穂
肥
と
し
て
、太
閤（
12-

4-

12
）
を
10
ａ
当
た
り
25
〜
35
㎏

施
す
。
葉
色
が
濃
い
場
合
は
少
な
め

に
す
る
。

　

穂
肥
は
１
回
（
出
穂
20
日
前
）
で

済
ま
せ
る
場
合
も
あ
る
が
、
で
き
れ

ば
施
用
量
の
3
分
の
2
の
量
を
出
穂

25
日
前
に
、
残
り
の
3
分
の
１
の
量

を
出
穂
15
日
前
に
施
用
す
る
。

　

た
だ
し
、
ユ
ー
コ
ー
ト
2
0
2
等

の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
肥
料
を
元
肥
に
使

用
し
た
水
田
で
は
穂
肥
は
必
要
な
い
。

遅
く
ま
で
窒
素
肥
料
が
効
い
て
い
る

と
食
味
が
低
下
す
る
の
で
、
追
肥
時

期
、
施
用
量
は
生
育
状
況
に
あ
わ
せ

て
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除

・
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
お
よ
び
ウ
ン
カ
類

　

ブ
イ
ゲ
ッ
ト
フ
ェ
ル
テ
ラ
ゼ
ク
サ

ロ
ン
L
粒
剤
を
箱
処
理
し
た
場
合
は

殺
虫
効
果
が
長
期
に
渡
っ
て
持
続
す

る
た
め
、
こ
の
防
除
は
不
要
に
な
る

が
、
ブ
イ
ゲ
ッ
ト
フ
ェ
ル
テ
ラ
ゼ
ク

サ
ロ
ン
L
粒
剤
を
施
用
し
て
い
な
い

場
合
、
防
除
に
は
パ
ダ
ン
ト
レ
ボ
ン

粒
剤
L
（
10
ａ
当
た
り
3
㎏
／
収
穫

30
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）
な
ど
を

田
面
に
均
一
散
布
す
る
。

・
イ
ネ
ツ
ト
ム
シ

　

窒
素
肥
料
が
よ
く
効
い
て
い
る
田

で
は
、葉
色
が
濃
く
過
繁
茂
と
な
り
、

7
月
下
旬
か
ら
8
月
上
旬
に
か
け
て

幼
虫
が
発
生
し
や
す
く
な
る
。
田
を

こ
ま
め
に
見
て
回
り
、
発
生
初
期
に

パ
ダ
ン
粒
剤
4
（
10
ａ
当
た
り
3
〜

4
㎏
／
収
穫
30
日
前
ま
で
／
6
回
以

内
）な
ど
を
田
面
に
均
一
散
布
す
る
。

　

7
月
中
旬
〜
8
月
中
旬
は
一
年
で

最
も
気
温
が
高
く
な
る
時
期
で
、
太

陽
熱
利
用
に
よ
る
土
壌
消
毒
の
適
期

と
な
っ
て
い
る
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
の
水
な
す
の
半
身
萎

ち
ょ
う
病
や
、
こ
ま
つ
な
の
萎
黄
病

な
ど
の
土
壌
病
害
も
安
全
に
消
毒
で

き
る
上
、
有
機
質
資
材
を
施
用
す
る

こ
と
で
土
づ
く
り
も
同
時
に
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
さ
ら
に
引
き
続

き
除
塩
を
行
う
と
塩
類
濃
度
障
害
も

回
避
で
き
、
し
ゅ
ん
ぎ
く
の
立
ち
枯

れ
に
も
効
果
が
あ
る
。

水
な
す

◆
栽
培
管
理 

　

　

露
地
栽
培
で
は
排
水
に
努
め
、
降

雨
後
に
は
滞
水
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
。
特
に
、
降
雨
が
続
く
と
褐
色
腐

敗
病
が
発
生
す
る
の
で
、
こ
ま
め
に

摘
葉
を
行
い
、風
通
し
を
良
く
す
る
。

　

ま
た
、
土
の
跳
ね
上
が
り
防
止
、

雑
草
の
発
生
抑
制
、
土
壌
表
面
の
急

激
な
温
度
変
化
を
避
け
る
た
め
、
敷

き
わ
ら
や
マ
ル
チ
を
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除 

　

　

梅
雨
が
明
け
る
と
害
虫
の
発
生
が

増
加
す
る
。
発
生
を
見
か
け
た
ら
早

期
防
除
を
行
う
。
同
じ
系
統
の
薬
剤

を
続
け
て
散
布
す
る
と
薬
剤
抵
抗
性

が
つ
き
や
す
い
の
で
、
必
ず
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行
う（
表
１
参
照
）。

　

ア
ザ
ミ
ウ
マ
（
ス
リ
ッ
プ
ス
）
類

の
発
生
が
多
く
な
る
の
で
、
発
生
初

期
の
防
除
に
努
め
、
葉
裏
に
も
薬
液

が
か
か
る
よ
う
に
丁
寧
に
散
布
す
る
。

　

ま
た
、
高
温
・
乾
燥
が
続
く
と
ハ

ダ
ニ
類
が
発
生
し
、
多
発
す
る
と
防

除
が
困
難
に
な
る
た
め
、
発
生
初
期

に
防
除
を
徹
底
す
る
。

　

夏
期
に
は
、
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
の
発

生
が
多
く
な
り
、
摘
除
し
た
茎
葉
や

果
実
に
も
卵
や
幼
虫
が
付
着
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
ほ
場
か
ら
持

ち
出
し
て
処
分
す
る
。
被
害
に
あ
っ

た
果
実
を
見
つ
け
た
ら
、
果
実
内
や

そ
の
周
辺
を
探
し
て
虫
を
捕
殺
す
る

と
と
も
に
、
薬
剤
に
よ
る
防
除
も
行

う
。

さ
と
い
も

◆
か
ん
水
　

　

梅
雨
明
け
後
、
乾
燥
が
続
く
と
い

も
の
肥
大
が
悪
く
な
り
、
収
量
に
大

き
く
影
響
す
る
の
で
、
2
〜
3
日
に

１
回
程
度
、う
ね
間
か
ん
水
を
行
う
。

か
ん
水
は
夕
方
か
ら
行
い
、
朝
に
は

水
が
引
い
て
い
る
よ
う
に
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除　

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ

ニ
の
発
生
が
あ
れ
ば
、
表
2
の
薬
剤

な
ど
で
防
除
す
る
。

し
ゅ
ん
ぎ
く

◆
土
壌
消
毒

　

立
ち
枯
れ
な
ど
生
育
障
害
が
出
る

場
合
は
７
月
に
太
陽
熱
利
用
に
よ
る

土
壌
消
毒
と
た
ん
水
除
塩
を
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除

　

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の
被
害
が
多

い
時
期
な
の
で
、
収
穫
後
は
作
物
残

さ
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、
ほ
場
を
衛

生
的
に
保
つ
。
ま
た
施
設
の
場
合
、

収
穫
後
に
う
ね
全
面
を
ビ
ニ
ー
ル
で

被
覆
し
、
地
表
下
の
温
度
を
上
げ
て

地
中
に
い
る
蛹
を
殺
す
こ
と
も
有
効

で
あ
る
。
発
生
を
認
め
た
ら
表
3
の

薬
剤
な
ど
で
防
除
す
る
。

こ
ま
つ
な

◆
栽
培
管
理

　

施
設
で
は
日
中
は
高
温
に
な
る
の

で
ハ
ウ
ス
の
屋
根
に
遮
光
ネ
ッ
ト
、

寒
冷
し
ゃ
な
ど
を
展
張
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
の
発
生
が
あ

れ
ば
、
表
4
の
薬
剤
な
ど
で
防
除
す

る
。み

か
ん

◆
荒
摘
果

　

樹
に
よ
っ
て
着
果
量
に
バ
ラ
ツ
キ

の
出
た
園
で
は
、
樹
の
状
態
を
見
て

荒
摘
果
を
7
月
中
旬
か
ら
始
め
る
。

ま
た
、
病
害
虫
被
害
果
や
傷
果
・
天

成
り
果
・
す
そ
成
り
果
を
摘
果
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

7
月
中
旬
に
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

成
虫
を
防
除
す
る
に
は
、
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2
0
0
0

倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
3
回
以
内
）

を
、カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
防
除
に
は
、

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル（
1

0
0
0
〜
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
3
回
以
内
）
を
、
ミ
カ
ン
サ

ビ
ダ
ニ
の
防
除
に
は
、
ダ
ニ
エ
モ
ン

フ
ロ
ア
ブ
ル
（
4
0
0
0
〜
6
0
0

0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
１
回
）

を
散
布
す
る
。

　

昨
年
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
の
被
害
が

発
生
し
た
園
は
必
ず
防
除
を
行
う
よ

う
に
す
る
。

も
も

◆
夏
季
せ
ん
定

　

他
の
枝
の
日
照
を
遮
る
よ
う
な
徒

長
枝
は
間
引
く
。

◆
病
害
虫
防
除

　

7
月
上
旬
に
モ
モ
ハ
モ
グ
リ
ガ
、

ナ
シ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ
、
カ
メ
ム
シ
類

を
防
除
す
る
に
は
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒

水
溶
剤
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
3
回
以
内
）
を
、
ハ
ダ
ニ
類

の
防
除
に
は
ス
タ
ー
マ
イ
ト
フ
ロ
ア

ブ
ル
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま

で
／
１
回
）
を
散
布
す
る
。

　

黒
星
病
、
灰
星
病
が
多
発
す
る
園

で
は
、
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
（
2
0

0
0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま

で
／
3
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

＊
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水
溶
剤
は
、
シ

ン
ク
イ
ム
シ
類
で
登
録
が
あ
る
。

い
ち
じ
く

◆
摘
心

　

果
実
の
着
色
不
良
や
不
要
な
養
分

の
消
耗
を
防
ぐ
た
め
、
10
月
末
ま
で

に
収
穫
で
き
な
い
部
分
か
ら
上
を
伸

ば
さ
な
い
よ
う
摘
心
す
る
。

　

摘
心
は
下
か
ら
20
段
前
後
の
位
置

で
行
う
が
、
摘
心
部
分
の
高
さ
を
決

め
て
お
け
ば
葉
数
を
数
え
な
く
て
も

良
い
た
め
省
力
的
で
あ
る
。

 

◆
病
害
虫
防
除

　

ハ
ダ
ニ
類
が
発
生
し
て
い
れ
ば
、

7
月
中
旬
に
ダ
ニ
ト
ロ
ン
フ
ロ
ア
ブ

ル
（
1
0
0
0
〜
2
0
0
0
倍
／
収

穫
3
日
前
ま
で
／
１
回
）
を
散
布
し

て
防
除
す
る
。

　

ま
た
、
雑
木
林
の
近
く
で
は
、
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
類
の
被
害
を
受
け
や
す

い
。
成
虫
は
見
つ
け
次
第
、
捕
殺
し

て
お
く
。
樹
幹
部
か
ら
幼
虫
が
糞
を

出
し
て
い
る
場
合
は
、
園
芸
用
キ
ン

チ
ョ
ー
ル
Ｅ
（
収
穫
前
日
ま
で
／
2

回
以
内
）
の
ノ
ズ
ル
を
食
入
部
に
差

し
込
み
、
薬
剤
が
食
入
部
か
ら
逆
流

す
る
ま
で
噴
射
す
る
。

 

か
き

◆
摘
果
　

　

上
向
き
果
を
落
と
し
、
横
向
き
や

下
向
き
で
大
き
く
、
緑
色
が
濃
い
果

実
を
基
本
に
、
腰
が
高
く
、
ヘ
タ
の

大
き
い
も
の
を
残
す
。
摘
果
の
程
度

は
、
富
有
柿
な
ど
の
大
玉
種
で
は
１

結
果
枝
に
１
〜
2
果
、
平
核
無
は
長

大
な
結
果
枝
で
2
〜
3
果
を
残
す
。

着
葉
数
が
5
枚
以
下
の
弱
小
枝
に
は

結
実
さ
せ
な
い
。

◆
病
害
虫
防
除 

　

7
月
下
旬
に
炭
そ
病
、
落
葉
病
の

予
防
に
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
（
1

0
0
0
〜
1
5
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
6
回
以
内
）
を
、
カ
キ
ノ
ヘ

タ
ム
シ
ガ
の
防
除
に
パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ
水

溶
剤
（
1
5
0
0
〜
3
0
0
0
倍
／

収
穫
45
日
前
ま
で
／
4
回
以
内
）
ま

た
は
、
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤
（
2
0
0

0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま

で
／
5
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。
カ

メ
ム
シ
類
が
見
ら
れ
た
ら
、
ス
カ
ウ

ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1
5
0
0
倍
／
収

穫
7
日
前
ま
で
／
5
回
以
内
）、
ま

た
は
、
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤
（
2
0
0

0
〜
3
0
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま

で
／
5
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

＊
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
希
釈
倍
数
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

害虫
名 薬 剤 名 希釈倍数

アルバリン顆粒水溶剤

コテツフロアブル

アファーム乳剤

スピノエース顆粒水和剤

アーデント水和剤

コテツフロアブル

スピノエース顆粒水和剤

スターマイトフロアブル

ピラニカ EW

マイトコーネフロアブル

アファーム乳剤

コテツフロアブル

スピノエース顆粒水和剤

2000倍

2000倍

2000倍

2500～5000倍

1000倍

2000倍

2500～5000倍

2000倍

2000～3000倍

1000倍

2000倍

2000倍

5000倍

収穫前日まで／2回以内

収穫前日まで／4回以内

収穫前日まで／2回以内

収穫前日まで／2回以内

収穫前日まで／4回以内

収穫前日まで／4回以内

収穫前日まで／2回以内

収穫前日まで／ 1 回

収穫前日まで／ 1 回

収穫前日まで／ 1 回

収穫前日まで／2回以内

収穫前日まで／4回以内

収穫前日まで／2回以内

10a当たりの散布液量

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

150～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

150～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

使用時期／使用回数

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ

ア
ザ
ミ
ウ
マ

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ

ア
ザ
ミ
ウ
マ

ハ
ダ
ニ
類
オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ＩRACコード

4A

13

6

5

3A

13

5

25A

21A

20D

6

13

5

※ＩRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連
用は避けなくてはならない。

※アルバリン顆粒水溶剤、アファーム乳剤、スピノエーム顆粒水和剤は、アザミウマ
類で登録がある。

表1 なすの害虫防除に登録がある農薬

アディオン乳剤

アドマイヤ－
顆 粒 水 和 剤

コテツフロアブル

2000～3000倍

10000倍

2000倍

収穫7日前まで／5回以内

収穫14日前まで／2回以内

収穫7日前まで／2回以内

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

薬 剤 名 希釈倍数 使用時期／使用回数 10a当たりの散布液量

カ
ン
ザ
ワ

ハ
ダ
ニ

害虫
名 ＩRACコード

3A

4A

13

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

※ＩRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連
用は避けなくてはならない。

表2 さといもの害虫防除に登録がある農薬

害虫
名 薬 剤 名 希釈倍数 使用時期／使用回数

アファーム乳剤

トリガード液剤

2000倍

1000倍

収穫7日前まで／2回以内

収穫7日前まで／2回以内

ハ
モ
グ
リ

バ
エ
類

10a当たりの散布液量

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

ＩRACコード

6

17

※ＩRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連
用は避けなくてはならない。

表3 しゅんぎくの害虫防除に登録がある農薬

薬 剤 名 希釈倍数 使用時期／使用回数

アルバリン顆粒水溶剤

モスピラン顆粒水溶剤

2000倍

4000倍

収穫3日前まで／2回以内

収穫7日前まで／1回

表4 こまつなの害虫防除に登録がある農薬

キ
ス
ジ
ノ

ミ
ハ
ム
シ

害虫
名 10a当たりの散布液量

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

ＩRACコード

4A

4A

※アルバリン顆粒水溶剤、モスピラン顆粒水溶剤は、非結球あぶらな科葉菜類（チンゲ
ンサイを除く）で登録がある。

※ＩRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連
用は避けなくてはならない。

JAいずみの　2025年7月　3
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